
 

 

館長 赤松 正和 主事 山根木 大輝   

電話 35-1022 ＦＡＸ 35-0569（上秋津農村環境改善センター内） 

秋津川公民館区 人口及び世帯数（令和８年５月末現在） 

人口 520人 男性 244人 女性 276人 277世帯 

 秋津川公民館報 
令和８年 

７月号 

 

秋津川町内会よりお知らせ 
 

     梅の収穫も終わり、夏本番となってきました。 

     今年は酷暑日も予想されています。水分等をしっかり取りお身体 

    に気を付けて、厳しい夏を乗り切りましょう。 

 

    ◎今年度の地籍調査は谷川地区の北側・松ノ本です、地籍調査推 

          進委員をお受けいただいた方を始め、地域の関係者の皆様のご 

          協力をよろしくお願いいたします。 ～８月の公民館行事について～ 

○盆踊り大会  
 

 ８月17日（月）に盆踊り大会の開催を予定

しております。 
 

 ７月に行われる公民館協力委員会で当日の

タイムスケジュール等の詳細について協議い

たしますので、詳細につきましては、秋津川

公民館報８月号をご覧ください。 
 

 秋津川盆踊り大会は、ご家族やご友人、帰

省されてきた方など多くの人々で賑わい、故

郷の方との出会いに笑顔が広がる交流の場と

なっております。 

 今年も皆様のご参加を心よりお待ちしてお

ります。 

７月の古紙回収日（毎月第２・４火曜日） 

７月14日（火）、 28日（火） 

◆回収日の午前８時30分～正午までに、秋津川連絡所前に出してください。 

◆雑誌・新聞・ダンボールの３種類に分け、必ず紙ひもでくくって出してください。 

来月の明るい笑顔街いっぱい運動 

８月は夏休み期間中のため実施いたしません。 
 

次回は９月１日（火）に実施いたしますので、登校時間に通学路 

や自宅前で、子どもたちに「おはよう」の一声をかけていただき 

    ますよう、皆様のご協力をお願いいたします。 

子ども食堂 ボランティアさん募集します 

 学校の夏休み期間に合わせて、萬福寺にて「子ども食堂」の開

催を予定しております。 

 ※日時は未定ですが、７月中に１回目を予定しております。 

 つきましては、当日の運営や準備等、可能な範囲でお力添えい

ただける方を募集します。 

 ご興味のある方はお気軽に公民館（TEL：35-1022）までご連絡ください。 

秋津川振興会よりお知らせ 
 

  ＮＨＫテレビ番組にて、道の駅 紀州備長炭記念公園の炭窯や炭琴について放送

されます。ぜひご覧ください。 
 

     ◆番組名：「えぇトコ」 

      ◆放送日時：７月２日(木) 午後８時15分～ (関西エリア放送) 



 

 

                すべての「学びたい」に、ＯＰＥＮ。  

  通信制大学 

  教養学部／ 

  大学院文化科学研究科 

 

 

2026年10月入学生募集中！ 

 

 

 
 

■ポイント１ 自分に合ったスタイルで学べます！ 

 放送授業は、BS放送、インターネット等で視聴でき、また、パソコンとインターネット環境

があれば学習できるオンライン授業もあります。講師から直接学ぶ「面接授業（スクーリン

グ）」も多数開講され、全国57カ所にある学習センター等で他の学生と一緒に受講できます。

その他、サークル活動や学生同士の交流もできます。 
 

■ポイント２ 目的に合わせて在学期間や科目を選択できます  

 興味のある分野から特定の科目のみ、１科目から学べます。また、所定の期間在学し、かつ所

定の単位を修得し卒業すると「学士（教養）」の学位が取得できます。さらに、大学院で「修

士」や「博士」の学位の取得も目指せます。 

 

■ポイント３ 学費を抑えて学べます 

 入学料は7,000円～、授業料は１単位6,000円。入学料と受講したい科目数だけ授業料を納

めればよいので、無駄がありません。半年ごとに受講する科目の授業料だけを払う仕組みも魅力

のひとつです。  

 

ワーケーションモデル事業を実施しました！ 

 秋津川地域では、梅収穫の繁忙期における労働力不足対策として、秋津川振興会を中心にみ

なべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会の支援を受け、梅収穫ワーケーションモデル事業に取

り組んでおり、本年度で３年目を迎えました。 

 今年度は、海外からはメキシコ・ラオスから訪

日いただき、国内から大学生ら３名の計５名に参

加いただきました。 
 

 一行は６月13日(土)に秋津川地域に入り、中村

会館に宿泊滞在し、翌日から関係農家の梅畑で収

穫作業を行いました。その夜に紀州備長炭記念公

園バーベキューコーナーにおいて、地元関係者に

よる歓迎会が開催されました。 

 ６月15日(月)には、秋津川小・中学校の児童生

徒とクイズや梅ジュースづくりで交流しました。  

 クイズでは、参加者の国や県にちなんだ問題が

出題され、正解すると拍手や歓声が上がり、盛り

上がりました。 

 その後は、一緒に梅シロップ作りを体験しまし

た。講師の方の話を聞きながら、楽しく体験して

いました。 

 ６月22日（月）には、中村地区会館にてお別れ

会を開催しました。トルティーヤやガパオライス

など、自国の料理をふるまっていただき、参加者一人一人から地域の方々に感謝の気持ちが伝

えられました。 

 ワーケーションの期間は６月14日（日）から23日（火）で、期間中は梅の収穫などに携わっ

ていただきました。 

※ワーケーションとは、「Work(仕事)」と「Vacation(休暇)」を組み合わせた造語。テレワーク等
を活用し、普段の職場や自宅とは異なる場所で仕事をしつつ、自分の時間も過ごすこと。 

「梅シロップ作り」の様子 

「梅シロップ作り」の様子 

「お別れ会」の様子 

資料請求・詳細は 

放送大学ウェブサイトにて 

出 願 期 間  

 第 １ 回 募 集 ： ６/10（水） ～  ８/31（月）(必着) 
 第 ２ 回 募 集 ： ９/１（火） ～  ９/９（水）(必着) 

放送大学 https://www.ouj.ac.jp/ 

出願前のご相談、見学だけでも歓迎。お気軽にお越しください。(電話相談も受付けています) 

放送大学和歌山学習ｾﾝﾀｰ 

〒641-0051和歌山市西高松一丁目7-20 

℡ 073-431-0360 

 検索 

「梅収穫」の様子 


